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はじめに
清代末期における中国人の日本視察について、早い時期の視察者としては、まず漢文通訳の羅
森、浙江寧波海関職員の李圭、兵部郎中の傅雲龍が挙げられよう。羅森は漢文通訳としてペリーに
雇われ、1854年にアメリカ艦隊に同行して来日し、一か月余りの日本での見聞を『日本日記』に記
している。李圭は1876年に中国海関総税務司のロバート・ハート(中国名は赫徳)の命を受けてア
メリカの建国百周年記念博覧会に参加する途上、日本の長崎・神戸・大阪・横浜・東京を遊歴し、
その見聞を『環遊地球新録』巻四「東行日記」の一部として詳細に記録した。傅雲龍は、1887年
に「出洋遊歴官」の一人として清朝政府の総理各国事務衙門から、日本、アメリカ、カナダ、ペ
ルー、キューバ、ブラジルの各国への視察のために派遣され、日本で収集した資料などをもとに
『遊歴日本図経』30巻をも著している。
しかし、上記の視察者による日本に対する視察活動はいずれも偶発的なもので、日本に学び日本
を研究しようと強く意識して本格的且つ大規模的に日本視察を行うようになったのは、日清戦争後
のことである。汪婉の統計によると、1898年から1911年までの十数年間において、記録に残る日
本視察者の数は1195人に達する1。その中には私費で日本に渡ったものもいるが、多くは公費で派
遣された地方政府の役人や、学校及び事業団体の関係者であった。彼らは、高い意欲をもって日本
の教育、政治法律、軍事、農工商などについて視察を行い、大量の視察旅行記や視察報告書を残し
た。これらの資料を細かく眺めていくと、多くの視察者が視察の傍ら、訪書や書籍購入に相当の時
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2 拙論「清代赴日考察官紳日本訪書活動初探」、『浙江大学学報』（人文社会科学版）2003年第５期、39頁。
間をかけていることが容易に見て取れる。惜しむらくは、彼らの主たる訪日目的が視察であったた
め、残された記録は往々にして視察目的に関する内容に詳しくても、訪書や書籍購入に関してはほ
んの一筆、もしくは何の記録も残されていない場合もある。しかし、その中には、比較的詳細な記
録を見出すことができるものもある。たとえば、繆荃孫の『日遊彙編』(1903)、羅振玉の『扶桑両
月記』(1902)、同『扶桑再遊記』(1909)、盛宣懐の『愚斎東遊日記』(1908)などがそれである。
筆者はかつて繆荃孫、羅振玉、盛宣懐等を中心に、清末における中国人日本視察者の日本訪書
の記録とその特徴について考察を試みた2。その中で、羅振玉の日本訪書については1901年末から
1902年2月にかけて行われた日本視察時の訪書記録にのみ触れ、1909年の日本視察時の訪書記録に
は言及しなかった。2017年3月15日、岡山大学大学院社会文化科学研究科の主催による「瀬戸内の
塩が育んだ東アジアネットワーク―児島、野崎家に集った「人」と「書画」―」シンポジウムで、
主催者側から用意された「羅振玉と日本」というテーマにサブタイトル「その日本視察時の図書購
入を中心に」をつけ、羅振玉が上海に出てから行った農学と教育学に対する普及活動及び日本人と
の交流に触れたうえで、主に羅振玉の『扶桑両月記』と『扶桑再遊記』に基づいて、清末の羅振玉
の日本視察と訪書活動について報告させていただいた。本稿はその報告内容に加筆修正を加えたも
のである。
１．早期の羅振玉の日本人との交流
羅振玉の生涯にわたる活動は良くも悪くも日本人とかなり密接な関係を持っていた。そのうち、
羅振玉が1896年に上海に出てから1911年に日本に移住するまでの約15年間の長きにわたって行った
農学及び教育学の普及活動は多くの日本人から協力を得ながら行われたもので、その生涯にわたる
活動のなかでもっとも輝いたものの一つであると言えよう。また、羅振玉は1901年末の日本訪問の
前の数年間に、上海を舞台にしてすでに多くの日本人と親交を重ね、それによって多くの日本に関
する知識を得た。それはその後の日本視察と訪書活動にも大いに役立ったと思われる。
羅振玉（1866-1940）、字は叔蘊、号は雪堂、浙江省上虞県永豊郷の出身であることから永豊郷
人とも称す。寓居地の江蘇淮安から上海に出たのはちょうど而立の年の1896年であった。その翌年
に同じ淮安から出た蒋黼（字は伯斧）の協力を得て上海で農学社を設立し、『農学報』を創刊し、
さらに1898年には日本語学校「東文学社」を設立し、いずれも成功を収めて大きな反響を呼んだ。
羅振玉は上海に出るまでは経学や考証学などの伝統的な学問に没頭していたが、タイミングよく時
代の流れに乗り、伝統的学問から近代的農業技術の普及と語学人材の育成へと見事に転身したと言
えよう。羅振玉の上海でのこのような活躍ぶりが湖広総督張之洞、両江総督劉坤一らの目にも留ま
り、1900年に張之洞によって新設された湖北農務学堂の監督に招かれ、さらに1901年には湖広総督
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3 『農学叢書』第５集、江南総農会、1903年、巻頭挿絵。
4 羅振玉『雪堂自述』所収『集蓼編』、江蘇人民出版社、1999年、12頁。
張之洞と両江総督劉坤一によって設立された海外の書籍の翻訳と編集出版を主な業務とする江楚編
訳局の襄弁(助役)に任ぜられた。また、『農学報』の成功により名声が広がり経済的にも余裕が出
た羅振玉は1901年に『農学報』に倣って中国最初の教育雑誌『教育世界』を創刊し、1907年12月
に停刊するまで延べ166号を世に出し、中国の近代教育の普及に大きな役割を果たした。このよう
に、農学だけではなく教育学においても大きな業績を上げた羅振玉は、1903年には両広総督の教育
顧問に就任し、1904年には江蘇師範学堂の監督に招聘され、1906年には新設された学部の参事に就
任するなど、教育界においても大いに活躍した。
上海に出るまでは日本人と接触する機会さえ得なかった羅振玉ではあるが、1897年5月に『農学
報』を創刊すると、当時『時務報』に雇われた訳者古城貞吉が紹介され、『農学報』第10期までの
「日本農学報刊選訳」欄の訳者が第６期を除いてすべて古城貞吉であったことが示すように、『農
学報』創刊当初は日本の農業技術関連記事の翻訳において古城貞吉から大きな協力を得た。1897年
7月頃、藤田豊八が『農学報』の翻訳者として雇われ、その後翻訳者としてだけではなく上海東文
学社の教員や『教育世界』の編集顧問、京師大学堂農科大学の教習などをも務め、1911年に羅振
玉が日本に移住するまでほぼ羅と行動を共にし、その事業を大いに支えた。1904年に刊行された
『教育叢書』の巻頭に挿絵の欄があり、教育界の名人として24枚の写真と絵画が掲載され、「至聖
先師像」と「羅振玉像」に続いて掲載されたのは藤田豊八の写真であった。さらにその写真の説明
として、「藤田学士は丁酉（1897年）の夏に上海農会の招聘に応じて中国に渡来し、東文学社を設
立するよう提唱した。その時、わが国の識者に日本語に注目する者はまだ稀にしかいなかった。そ
の後、広方言館と南洋公学付属東文学堂の教習を歴任し、学生の教育に取り組んでいた。今は両粤
(広東省と広西省)高等教育の顧問に就任している。我が国の教育界に裨益することが実に大きいの
で、ここにその肖像を掲げて敬意を表す」とある3。『教育叢書』は羅振玉の主宰する上海教育世界
社が刊行したものであるので、これはほぼ羅振玉の藤田豊八に対する評価と見てよかろう。
東文学社を設立するきっかけ及び藤田豊八との関係については、羅振玉は「当時、私は農書と農
報を翻訳・刊行しているので、藤田剣峰学士を聘して日本の農書を翻訳させた。学士は性格が正直
かつ真誠で、一緒にいるのが長くなると交誼もますます深まる。ある日、私が、中日両国は唇歯の
ような関係の国であるので、お互いに親善して以て西力の東漸するのを防がなければならない。し
かし、甲午の役は、同室で戈を操り、日本が戦勝したものの、実は幸いな事ではないと話したら、
学士は非常に私の話に賛成し、両国の親善を謀るのは知識人から始めなければならないと言い、そ
こで日本人の学者が中国に来た時は必ず紹介してくれた。しかし、言語が通じないことから、東文
学社を設立するよう共に謀ることとなった。(中略)当時中国の学校では日本語を教える者がいない
が、入学する者が大勢いたので、田岡君を助教として追加で招聘した」と回顧している4。このよう
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5 山本憲『燕山楚水紀遊』巻二、上野松竜舎、1898年、４頁。
6 山本憲『梅崖先生年譜』(非売品)、1931年、31頁。
7 山本憲関係資料研究会『変法派の書簡と燕山楚水紀遊―山本憲関係資料の世界』、汲古書院、2017年、302頁。
8	 羅振玉『満州写真帖・序』、『内藤湖南全集』第六巻、筑摩書房、1972年、577頁。
に、東文学社ができてからは、藤田豊八は教員でありながら主な責任者でもあったが、実はその設
立にも深く関わり、知人の田岡嶺雲を教員として推薦し、さらに多くの上海を訪れた日本人知識人
を羅振玉に紹介した。
羅振玉によって刊行された『農学報』『農学叢書』『教育世界』に翻訳原稿を提供した日本人は
古城貞吉、藤田豊八の他に、少なくとも井原鶴太郎、川瀬儀太郎、山本正義、吉田森太郎、田谷九
橋、山本憲、米良文太郎、伊東貞元、鎌田衡、佐野謙之助、橋本海関、藤郷秀樹、中島端、鳥居赫
雄、安藤虎雄、中村大来などが確認できる。これらの人物の多くはその事績を詳らかにすることが
容易ではないが、たとえば、漢学者の山本憲、詩人で書画も善くした橋本海関、漢学者で『支那分
割の運命』の著者としても知られる中島端、ジャーナリストで上海日清貿易研究所のメンバーでも
あった鳥居赫雄などは、いずれも中国と密接な関係があった人物である。
羅振玉と知り合った日本人の中で藤田豊八の紹介による人物が実際かなり多くいた。たとえば、
大阪で漢学塾「梅崖処塾」を開いていた漢学者の山本憲は1897年9月22日から12月1日まで二ヶ月余
りをかけて中国の天津、北京、上海、蘇州、漢口などの都市に遊び、数多くの中国知識人と出会い
交流した。特に上海で出会った人物は『時務報』主筆の梁啓超、同じ『時務報』社経理の汪康年、
農学雑誌『農学報』を創刊させたばかりの羅振玉、ほかに蒋式惺・章炳麟・張謇・葉瀚・湯寿潜な
どがいて、いずれも当時中国の有名な学者で実に堂々たるメンバーであった。そのうち、とりわけ
羅振玉と汪康年との交流が深く、その『燕山楚水紀遊』によれば羅振玉とは10月26日、11月16日、
11月18日、11月25日、11月26日の五回も面会を重ねている。初回の10月26日は藤田豊八の案内で農
学報館を訪ね、そこで羅振玉と面談したという5。山本憲は羅振玉と面会する時に漢訳の原稿の提供
を依頼されたと見られ、帰国後「清人羅振玉の為に、若干の書を訳し、上海に送れり」6という記
録からも分かるように、少なからぬ訳書を提供した。『農学叢書』第三集（1899）に、『土壌学』
(日本池田政吉著、山本憲訳)、『農業保険論』（日本吉井東一著、山本憲訳）とある。これは1898
年５月23日に羅振玉が山本に宛てた書簡の中にある「土壌学及び農業保険の両訳本と原著はいずれ
も届いた」7という内容によっても裏付けられる。
羅振玉が上海に出て早い時期から知り合い、その後お互いに大きな影響を与えあった人物はまず
内藤湖南が挙げられよう。ちなみに二人は奇しくも同年である。内藤の中国旅行記『支那漫遊	燕
山楚水』によれば、羅振玉が初めて内藤湖南と会ったのは1899年に内藤が『万朝報』の記者とし
て上海を訪れた時である。羅振玉が「光緒の中ごろ、私の友人の湖南博士が初めて禹域に遊び、藤
田剣峰博士の紹介で、彼と上海で知り合った。偶然の出会いであったが、長年の友人のように二人
の会話は愉快なものであった」8と回顧しているように、二人はやはり藤田豊八の紹介により知り
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9  内藤湖南『支那漫遊 燕山楚水』、小島晋治監修『幕末明治中国見聞録集成』第４巻、1997年、ゆまに書房、
245頁。
10  羅振玉『扶桑両月記』、王宝平主編『晩清中国人日本考察記集成・教育考察記』所収、杭州大学出版社、
1999年、218頁。
11 同上羅振玉『扶桑両月記』、218頁。
合ったのである。その時の様子について、内藤湖南は、「羅叔韞との談は多く金石拓本を披きて此
れ一句彼れ一句応酬したれば、零砕にして録し難きこと多し。羅は其の著たる面城精舎雑文甲乙
篇、読碑小箋、存拙斎札疏、眼学偶得を贈られ、吾は近世文学史論を以て之に報じ、吾は携え来
し、延暦勅定印ある右軍草書、法隆寺金堂釈迦仏及び（中略）小野道風国字帖等を贈り、羅は（中
略）無年号甎、宋元嘉甄などの拓本を以て之に報じたり」9と記している。
このような早期の羅振玉の日本人との交流は彼の日本知識の獲得と日本認識の形成に大きな影響
を与え、その日本視察にも役立ったと思われる。
２．1901年の日本視察と訪書活動
清末において羅振玉は二回日本視察を行っている。初回は江楚編訳局の襄弁に任ぜられ、『教育
世界』を創刊させてから間もない1901年12月14日からの約二ヶ月間で日本の教育を視察したもの
で、二回目は学部参事兼京師大学堂農科監督の身分で、1909年6月21日に北京から出発し8月11日に
上海に帰着するまでの50日間で、農学調査のため日本に赴いたものである。
1901年12月14日からの羅振玉の日本視察はその視察期間中に書かれた日記『扶桑両月記』によ
れば、「南皮と新寧の両宮保の命を奉じ」たものである。南皮と新寧はもともと今の河北省の南皮
県と湖南省の新寧県のことであるが、それぞれ張之洞と劉坤一の出身地でもあるので、ここでは言
うまでもなく二人の総督を指す。羅の同行者については、『扶桑両月記』の中に、「劉生秩庭大猷
を携えて神戸丸に乗る。同行者は劉君聘之洪烈、陳君士可毅、胡君千之鈞、田君小蒪呉炤、左君立
達全孝、陳君次方問咸の六人である。劉君は湖北両湖書院の監院で、陳君等の五人は自強学堂の中
国人教習である。彼らも学務を視察するため、南皮宮保の命を受けて私と同行するものである」10
とあり、羅振玉に従って江楚編訳局で翻訳をしていた劉大猷のほか、湖北両湖書院の劉洪烈、自強
学堂の教習である陳毅・胡鈞・田呉炤・左全孝・陳問咸の計７人が同行したことが分かる。視察の
目的は、「今回の調査の宗旨については、教育のほかに財政にも及ぶ。財政はすべての事業の基本
なので財政を修めなければすべての事業が廃れ、教育もまた振興することが不可能である」11とあ
るように、教育を主としながら財政の考察をも兼ねていた。翌年2月19日に上海に帰着するまでの
約二ヶ月間、羅振玉は東京、京都などで各種の学校の視察を行ったほか、日本の著名な教育者嘉納
治五郎、伊沢修二らと幾度も長時間会談し、中国の教育改革についての意見を求めた。接触した人
物には他に、近衛篤麿、長岡護美、文部大臣菊池大麓、外務大臣小村寿太郎らがいた。また、日本
の各種教科書、教育法規関係資料、理科実験設備、動植物標本などを収集購入した。そして、日本
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12 傅雲龍著『遊歴日本圖經』のこと。
13 祖庭事苑の誤りと見られる。
滞在期間中の視察内容を記した日記は、帰国後、山陽の旧友張紹文によって清書され、『扶桑両月
記』と題して1902年4月に教育世界社から石印出版された。この記録によって、羅振玉が日本訪問
期間中に行った訪書の経過をおおむね次のように整理することができる。
(1901年)12月14日、上海から出発。
12月19日、十一時に東京に到着する。午後、神田区に行き新書数種を購入して帰る。
12月20日、午前、神田区に行き図書を購入する。帰途に文行堂書坊に立ち寄り、『続高僧伝』写
本残巻一軸を購入する。白麻紙の両面書きで、宋以前の物である。並びに古書十余種を購入して帰
る。
12月21日、芝区に立ち寄り、書籍を購入する。
12月23日、神田区で書籍を購入する。
12月25日、中小学用の教科書、及び日本の古泉幣数十枚を購入する。
12月26日、書林から各種教科書が送られてきて、百余種を選んで手元に留める。
（1902年）1月1日、新暦元旦、購入した教育書籍を整理する。
1月2日、午後に神田区に行き『青淵先生六十年史』を購入して帰る。（中略）いつかこの本を抄
訳して小冊子にし、わが国の実業家に勧めなければならない。
1月5日、下谷区池之端仲町の琳琅閣書店に行き書を見る。この書店では古書を扱ってはいるが、
中国の古書はさほど多くない。昔のように往往にして秘本が有る、という状況ではない。梁・李暹
注『千字文』一冊を購入し、帰って灯下に改めて見たところ、果たして偽書であった。その注の
中に、宋帝の劉裕が鐘繇の書いた千字文をもって、王羲之に書かせたとある。注の中にまた貞觀の
年代があり、その文は鄙拙にして可笑しい。さきに『日本圖經』12の中でこの書名を見た時、秘本
であるかと思っていたが、いま偽書だと知り、一笑に付した。また『史記・河渠書』巻子本半巻、
『欧陽文忠集』一部を購入する。欧集は三十六巻本で、冒頭に蘇文忠の序があり、煕寧五年七月に
欧陽公の子である欧陽発が編定したもので、中国では見られないものである。
1月6日、教育書籍の中から重要なものを五冊選び、分担して翻訳するよう陳士可君らに送る。こ
の日、足の病気で夕方になって歩けなくなった。
1月21日、外務部から連絡があり、十五日から、各学校を見るという。
1月26日、日曜日なので学校を見ることができない。琳琅閣に行き梵唐『千字文』（僧義浄
撰）、景宋本『三因方』、『祖庭事院
ママ
13』、『食医心鏡』（唐昝殷撰）、景元本『儒門事親』、景
宋本『本事方後集』、『済生続方』、『唐六典』数種を購入した。いずれも中国では得難い本ばか
りである。午後、河井仙郎、日下部東作が訪ねてくる。河井からは穂積親王碑拓本、日下からは精
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14 以上は前掲羅振玉『扶桑両月記』に基づいて整理したものである。日付は新暦に換算している。
楮を贈られる。
1月20日、日下部東作が所蔵する宋拓書譜序を拝見。刻本は極めて秀逸で、後に「元祐二年河東
薛氏模刻」の十字があり、停雲館安氏の諸刻に比べるべくもない至宝である。その友人の三井氏
は、それを翻刻してその伝を広めようとしている。また所蔵するところの唐人写経、及び神代古
器、金鐶、石鏃等を見せ、またその庫蔵には宋拓東坡宸奎閣碑一、及び高宗御碑一、参寥碑一、範
石湖詩碑一が所蔵されているとも言った。これらはすなわち、聖一国師が宋に渡り齎した、天下有
数の名跡である。日下部君はまた、日本で漢籍を収蔵している場所は、足利文庫がその最たるもの
であると言い、参観を勧めた。そこは東京からさほど遠くなく、上野から汽車に乗れば、二、三時
間で到着するそうである。しかし多忙であったため、参観を果たさず、極めて遺憾である。
2月1日、書肆にて宋・聞人耆年の『備急灸法』を購入する。
2月4日、書肆に行き書籍を購入する。林希逸『列子鬳斎口義』（この書は中国では甚だ希少であ
る）等の数種を手に入れる。森氏立之の蔵書である。
2月16月、神戸から乗船し、帰国する14。
以上の記録から分かるように、羅振玉が訪書にかけた時間はわりに多く、注いだ情熱は並大抵の
ものではなかった。彼は12月19日に東京に着くと、日本では学校がすでに年末の休みに入っている
こともあって、最初は連日のように書店に通っていた。1月６日から、足の病で歩けなくなり、二
週間ほど外出できなかったが、その後学校見学の合間を縫って、書店を訪れていた。ただ、彼が具
体的にどういう書店を訪れたかは、ほとんど明示されておらず、日記の中でたいてい「書肆」と記
されるにとどまり、書店名が明示されているのは文行堂と琳琅閣だけである。そのかわり、書名の
記載はわりに詳しく、特に貴重な本は大半その書名が記されていると思われる。
羅振玉による今回の訪書の最も大きな特徴は中国の古典籍と、教育書籍などの新しい学問を普及
させるための新刊書が同時に収集されたことであると言えよう。今回の視察の目的は日本の近代教
育の経験を学ぶためであったので、教育書を大量に購入するのが極めて自然である。そのうち、特
に中小学校用の教科書が大量に購入され、書店から送られてきたものから一度に百余種類を選んで
購入したという時もあった。そして、訪問期間中にその中から重要なものを何冊か選んで、同行す
る者に翻訳させたというのは一日も早く、中国の学校で使用し、新しい学問を普及させようという
心情が窺える。購入された教育書の名称が記されていなかったため、確認できないが、一部は羅振
玉自らが経営する教育世界社や江楚編訳局で翻訳されたと見られる。一方、古典籍を購入するとい
うのは日本に訪れた中国人士大夫の共通の嗜好であると言えるが、羅振玉はとりわけ古書を好む。
彼は中国で得難い古典籍を発見すると、たいてい躊躇することなく購入していたと見られる。
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15 張雷点校、楊守敬著『日本訪書記』巻首「日本訪書記縁起」、遼寧教育出版社、2003年。
16  羅振玉『扶桑再遊記』（羅継祖編『羅振玉学術論著集』第十一集所収、上海古籍出版社、2010）に基づいて
整理したものである。日付は新暦に換算している。
しかし、羅振玉が訪日したころは明治前期と比べれば、古書の入手が次第に困難となっていた。
明治初期、日本社会は急激に西洋化する一方、漢学は次第に顧みられなくなり、古書が非常に安く
売られることが多く、これは楊守敬ら比較的早期に日本に行って訪書活動を行った者にとっては、
まさに天からの恵みとも言うべき好機となっていたのである。楊守敬の日本における訪書は、「日
ごとに店をめぐり、およそ版木が毀壊するものは皆これを購入したため、一年も経たないうちにそ
の数は三万余巻となった。その中には、秦の焚書を免れたというものまではなかったが、奝然が
献じた以外の書籍は存在していた」15。当時の店頭に漢学の旧蔵典籍が多かったであろうことは想
像に難くない。しかし、中国からの訪書家の増加に伴い、店頭の古書旧籍は次第に減り、それに加
えて多くの民間人や図書館もがそれらを重視し収集に乗り出したことによって、書物の値段は高騰
し、偽書や贋本も珍しいものではなくなった。羅振玉は古書を購入しようとしてあの有名な琳琅閣
書店に行ったが、中国の古書はさほど多くなく昔のように往往にして秘本がある、という状況では
なかった。かなり高価で購入しただろうと思われる梁・李暹注『千字文』も持ち帰って確認した
ら、果たして偽書であったという。
３．1909年の日本視察と訪書活動
1909年の春頃、京師大学堂が経科・法政科・文科・格致科・農科・工科・商科を含む分科大学の
建設を開始し、羅振玉はその農科監督（農学部長に相当）への就任を要請された。そのため、羅は
学部の命を受け、学部参事兼京師大学堂農科監督の身分で6月23日から北京を立ち日本の農学を調
査する目的で日本へ向かい、８月11日に上海に帰着するまで一か月余り視察活動を行った。その
旅行記『扶桑再遊記』によれば、同行者は範兆経（字は緯君）一人のみで、訪問地は神戸、京都、
東京、青森、凾館、札幌であった。京都では文科大学（京都帝国大学文学部の前身）を訪問し、学
長の松本文三郎、大学総長の菊池大麓、図書館長島文次郎に会い、大学図書館を見学した。札幌で
は農科大学（現北海道大学）を訪問し、学長佐藤昌介に大学の設備費、運営費などの話を聞いたう
え、南鷹次郎教授などの案内で農学の教室、機械室、教員室、蔵書室、化学実験室、林学教室、第
一第二農場、製乳室、農具室、水産教室、標本室などを見学した。東京では駒場大学（現東京大
学）を訪問し、書記官武部直松から大学の運営費などについて話を聞き、農学と林学の教室、林産
物試験所を見学した。羅振玉の今回の日本訪問は日本の農学調査を主要な目的とするものであった
が、大学への訪問は以上の三大学に限られ、その訪問にかけた時間は札幌の農科大学が二日ほどで
あったほか、あとの二大学はそれぞれ半日程度と短く、それ以外の時間の多くは訪書活動や知人と
の会見に充てていた。以下、その訪書活動について整理しておく16。
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6月23日、北京から出発する。
7月3日、午後二時に神戸に到着する。夕方京都へ。夜、書店に行き本を見る。
7月4日、京都でそれぞれ内藤湖南宅と富岡謙三宅を訪ね、桑原騭蔵と狩野直喜も同席する。内藤
湖南宅では唐写本の『左伝集解』二巻など、富岡謙三宅では唐写本の『毛詩正義』残巻などを見せ
られる。藤田剣峰と一緒に書店に行って本を見る。
7月5日、京都で文科大学の図書館を訪問した時、『白氏文集』残帙、宋本『春秋左氏伝』などを
見せられる。
7月6日、午前東京に到着し、午後に松山堂、琳瑯閣で図書数種を購入する。
7月7日、文行堂に行き、古本数種を得る。
7月9日、田中（慶太郎、文求堂店主）が訪ねてくる。午後、神田の書店などに行く。
7月11日、午後函館に着き、村田書店（舟見町）で日本古泉数枚を購入する。
7月13日、札幌で昼間に農科大学を視察した後、夕方に市内の小さな本屋で『伊犂紀行』を購入
して帰る。
7月19日、夕食の後に琳瑯閣に行き、『楊升庵集』を購入する。
7月23日、午後、田中（慶太郎）を訪ね、その場で平子尚と知り合い、古典籍の所蔵などの情報
について交流する。
7月24日、朝、浅草広小路町仲町の浅倉書店に赴き書籍数種を購入する。午後、田中らと上野表
慶館を訪れ、宋・元時代の書画などを見る。夜、吉金文字会の会員と上野鶯亭で会食し、その席上
で日下部鳴鶴と再会する。席上の挨拶で通訳を田中に頼む。
7月26日、表神町の村口書店に行き、本を見る。村口書店に高麗本『東国通鑑』があり、極めて
良いが、百五十円を求められたので、高すぎて購入できず、残念である。午後、三井源右衛門の宅
に行き、『文館詞林』と古写経などを見る。
7月27日、寄り道で村口書店に立ち寄り、『蓮温詩』を見つける。上に「井井居士」の印があ
り、店主に聞くと、竹添井井が年を取ったので、その本を松方伯に売り、六千円を得たと知る。た
だし、その最も貴重な本はまだ売っていないという。
7月28日、夜、文求堂に行き、西京の某氏所蔵の『日本書紀』一巻を見つける。唐代の物で、本の
状態は極めてよい。また田中慶太郎、平子尚とも会い、平子の所蔵する『新疆古物記』などを見る。
7月29日、日下部東作が訪ねてきて、鶴毛筆、鶴豪詩碑拓本などを贈られる。夜、島田翰などが
訪ねてくる。
7月30日、午後、河井仙郎を訪ね、『続古印式』を見せられ、『礼記義疏』巻子本残字を贈られる。
また、好古堂に行き、本を見る。夜、島田翰が来て、宮内省に本を見に行くのを紹介してもらう。
8月2日、宮内省に本を見に行く。島田翰の紹介による。浅野光祚旧蔵の古巻子本四種、宋本十一
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17 謝承仁主編『楊守敬集』第13冊所収『清客筆話』、湖北人民出版社、1997年、534頁。
18 労祖徳整理『鄭孝胥日記』、中華書局、1993年、239頁。
種、宋拓碑三種（東坡書宸奎閣碑、宋高宗書仏頂光明塔碑、範石湖詩碑）を見る。夕方、島田翰が
来て、田中光顕家は蔵書がきわめて豊富で、とりわけ巻子本が多く、『玉篇』一巻、『礼記世本古
義』もその所蔵であったが、現在は早稲田大学に寄贈していることなどを紹介する。
8月3日、文光堂、磯部屋書店に本を見に行く。
8月4日、島田翰、田中慶太郎らが来る。午後、河井仙郎が来て、拓本二種を贈られる。河井とと
もに徳富蘇峰を訪ね、図書二種などを贈られる。
8月5日、島田が来て、宋本『東坡経進文』六十巻、宋慶元本『史記』などを見せられる。早稲田
大学を訪れ、青柳（篤恒）らと会い、図書館で田中（光顕）が寄付した『喪服小記疏義』などを見
る。午後、東京を発ち京都、神戸を経て帰国する。田中、島田、河井は自ら、徳富はその友人を遣
わして見送る。
8月11日、上海に帰着。
このように、羅振玉は一回目の視察の時よりも大量の時間を訪書に充てていた。訪れた書店は名前
が記録されているものだけで、松山堂、琳瑯閣、文行堂、浅倉書店、村口書店、文求堂、好古堂、
文光堂、磯部屋書店などがあり、前回の旅行記『扶桑両月記』に記録された書店名が文行堂と琳琅
閣だけであったのに対して、今回の書店名の記載はだいぶ詳しい。これらの店は大半が古典籍と漢
籍を扱っているもので、清末に訪日した他の中国人の旅行記の中にもしばしば出てくる。特に漢籍
専門店の琳瑯閣と文求堂は訪日中国人が必ず行くと言ってもよいほどの知名度の高い店である。
明治八年（1875）に東京下谷区池の端仲町に開かれた琳琅閣は、清末において中国では入手がな
かなか困難な本もあるとの評判があり、さらに交通の便もよく、多くの中国人が通っていた。初代
駐日公使の何如璋の随員として来日し、中国国内ではすでに散逸したとされる古典籍を数多く収集
した楊守敬は頻繁に琳琅閣を訪ねたと見られる。彼の森立之との筆談記録『清客筆話』によれば、
ある日、楊は宋版『荀子』影抄本を森に見せ、今日琳琅閣で購入したと紹介している17。1891年に
駐日公使李経方の随員として来日した鄭孝胥は1892年に築地副領事、1893年に神戸大阪領事を歴任
し、外交官として３年ほど日本に滞在していたが、来日早々の1891年の日記に、「(10月14日)琳琅
閣書坊に立ち寄り、『資治通鑑』一部、『宋詩抄』一部、『劉後村詩』一部、『物茂卿集』一部を
購入する。合計十六円で、書籍二百冊となる」18とあり、多くの古典籍を購入したことがわかる。
1903年、繆荃孫は江南高等学堂総教習の身分で学堂提調の徐乃昌と共に日本に派遣され、教育視察
を行ったが、その傍ら琳琅閣書店を二度訪れ旧抄本『続資治通鑑』、明代弘治本『黄山谷全集』、
洪武本『理学類伝』、活字本『五百家注昌黎集』を手に入れている。一方、徐乃昌は『千家詩選』
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19  繆荃孫『日遊彙編』、王宝平主編『晩清中国人日本考察記集成・教育考察記』所収、杭州大学出版社、1999
年、535頁。
20 同上。
21 前掲羅振玉『扶桑再遊記』、138頁。
を購入している19。
文求堂は中国語に堪能な田中慶太郎が1901年に東京で開いた漢籍専門書店である。経営者で漢籍
の専門家としても知られる田中慶太郎が民国時代に傅増湘、董康、張元済、郭沫若、鲁迅などの中
国文化人と親交し、郭沫若などの著書を刊行していたのは広く知られている。上記1903年に訪日し
た繆荃孫は三度も訪れ、元代至大本『中州集』など133巻も購入している20。田中慶太郎は羅振玉と
すでに北京で知り合っていたと思われ、羅振玉が東京に着いてから三日後に、わざわざ羅の宿泊す
る旅館を訪ねて古文字の研究などについて羅と意見交換し、その後羅振玉が帰国するまで頻繁に羅
に会い、羅の訪書活動を支援する。また羅振玉も彼の書店を訪れている。
田中慶太郎のほか、羅振玉が視察期間中に複数回会っていた人物に、主に日下部鳴鶴、河井仙
郎、島田翰、徳富蘇峰などがいる。日下部鳴鶴と河井仙郎は1901年の訪日でも会っていた人物であ
るが、日下部鳴鶴については「七十二歳でありながら、昔の如く至って健康である21」とも記して
いる。島田翰と徳富蘇峰は今回初めて知り合ったと見られ、日記で「河井仙郎とともに徳富蘇峰を
訪ねる22」とあるので、徳富蘇峰は河井仙郎の紹介によるものであろう。彼らはいずれも自らの蔵
書を羅に見せたり、古典籍の所蔵情報を紹介したりして、羅振玉の訪書活動を大いに支援し、さら
にその後も文通などで書籍の情報交換を中心に羅振玉と交友関係を続けていたと見られる。そのう
ち、1916年から1917年にかけて羅振玉が徳富蘇峰に宛てた書簡14通ほどは現在も同志社大学総合
情報センター貴重資料室に保管され、それらの書簡から羅振玉が徳富蘇峰所蔵の『三蔵取経詩話』
『三蔵取経記』などを借りて影印出版させるなど、二人の書籍を通じての交流が続いていたことが
克明に記されている。
『扶桑再遊記』の中で、今回の訪書活動で日本人の知人から紹介された本や図書館で見た本など
については、その書名がかなり詳しく記されているのに対して、購入した本については、その書名
があまり記録されていなく、明確に書名が記されたのは『伊犂紀行』と『楊升庵集』の二冊にとど
まる。『伊犂紀行』は日本の軍人日野強が1906年７月に、参謀本部からイリ地方を中心に、新疆
省（今の新彊ウイグル自治区）を視察するよう秘密の命令を受け、1907年にかけて新疆の地形、
人口、村落、町、施設などを視察した時の詳細な記録であり、羅振玉が訪日する直前の1909年5月
に博文館から出版されたものである。『楊升庵集』は明代の文学者楊慎(1488～1559)の作品集で
ある。また、高麗本『東国通鑑』のように、購入したくても150円と高価であったため購入できな
かった本もある。前述の鄭孝胥が1891年に16円で200冊も購入したのと比べれば、20年も経ってい
ないが、隔世の感がある。
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22 同上羅振玉『扶桑再遊記』、143頁。
23	拙著『清末維新派人物致山本憲書札考釈』、上海交通大学出版社、2017年6月、354頁。
24	故宮博物院編『故宮珍本叢刊』272冊所収『東遊日記』、海南出版社、2001年、
25		銭婉約、陶徳民編著『内藤湖南漢詩酬唱墨跡輯釈――日本関西大学図書館内藤文庫蔵品集』、国家図書館出
版社、2016年9月、115頁。
26		『扶桑両月記』では、例えば「二十八日（1902年1月７日）、日本の書籍を読み、その制度を知る。二十九日
（1月9日）、日本の統計の本を読む。一月九日（2月16日）、『女子教育論』を読み、女子教育はアメリカが
もっとも先進で、師範の学生の大半は女子であると書いてある。また女子は国民の母であるとも言い、非常
に道理にかなう」などと読んだ本の内容や感想を多く紹介している。
おわりに
清末における羅振玉の日本訪問は上記の二回にとどまるが、1903年に大阪で内国博覧会が開催さ
れた際、博覧会総裁の平田東介より招待状を受け、さらに上海で知り合った知人山本憲からもその
誘いがあったので、訪日の機会はあった。しかし、羅振玉は母親が1903年2月末に亡くなり、喪中に
あるため訪日が実現しなかった。この件については同じ山本憲から招請を受けた汪康年が1903年５
月８日に山本憲に宛てた書簡の中で「羅君は前月の初めに母親が亡くなり、日本に行くことができ
るかどうか分からない」23と触れている。また羅振玉のかわりに訪日したと思われる蒋黼もその訪
日旅行記『東遊日記』の冒頭で「光緒二十九年二月初九日（3月7日）、羅振玉から日本博覧会総裁
の平田東介の招待状が淮安に送られ、大阪で行われる第五回内国勧業博覧会を見に行くよう誘われ
た」24と記している。羅振玉は母親が亡くなってから間もなく、自分のかわりに長年のパートナーで
ある蒋黼を訪日させたのである。ちなみに蒋黼は訪日期間中、羅振玉の友人である内藤湖南にも会
い、面会の時に作られたと思われる漢詩「夙昔曾観翰墨痕、今辰捧袂接龍門。願将金石論交契（先
生邃于金石之学）、旧学商量古誼尊。再叠原均、奉湖南先生斧政。蒋黼呈草」25を贈っている。
羅振玉の二回の日本視察の日程とその記録を比べれば、二回とも訪書にかなり時間をかけてはい
るが、一回目のほうが視察した学校の数とかけた時間が二回目より圧倒的に多く、それに対する記
載ももっと詳しい。また一回目の時は新しい学問の教育書なども多数購入し、さらに視察期間中に
その中から一部選んで自らが読んだり26同行者に翻訳させたりしていたが、二回目の時はそれに関
する記載は見当たらない。これは、1902年頃は羅振玉がもっとも日本の近代教育と農業技術を取り
入れようと専念していた時期であるのに対して、1909年頃は学部に務めながら主な関心は伝統的な
学問に回帰しつつあったことにも関係があると思われる。
羅振玉が清末に日本で購入した古典籍は1911年に赴日してから作成されたとされる『羅氏蔵書目
録』にもその書名が多く見られる。たとえば、1901年に訪日した時に購入した『欧陽文忠集』、
僧義浄撰『千字文』、『祖庭事院
ママ
』、宋・聞人耆年の『備急灸法』、景元本『儒門事親』、林希
逸『列子鬳斎口義』は『目録』では、それぞれ「欧陽文忠文集三十六巻、宋欧陽修、日本刊本」、
「梵語千字文、唐釈義浄、日本刊本」、「祖庭事苑八巻、欠巻一巻二両巻、宋僧善卿、日本重刊宋
紹興本」、「備急灸法一巻、宋聞人耆年」、「儒門事親十五巻、金張子和、日本刊本」、「列子鬳
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27  『王国維全集』第二巻所収『羅振玉蔵書目録』（大連図書館蔵『羅氏蔵書目録』抄本によるもの）、浙江教
育出版社、2009年、それぞれ679頁、779頁、791頁、648頁、648頁、672頁。
28	甘孺『永豊郷人行年録』、江蘇人民出版社、1980年、24頁。
斎口義二巻、宋林希逸、日本刊本」27と収録されている。羅振玉の孫にあたる羅継祖も『永豊郷人
行年録』の中で、「大雲書庫所蔵の『梵唐千字文』、影宋本『三因方』、『祖庭事苑』、『食医心
鑑』、影元本『儒門事親』、影宋本『本事方後方後集』、『済生後方』、『備急灸法』、『唐六
典』、『列子鬳斎口義』、森立之影摹唐『新修本草』残本はみな日本視察の時に購入したものであ
る」28と述べ、羅振玉の個人図書館「大雲書庫」の蔵書の中に清末の日本視察時に購入した図書が
多く含まれていたことを回顧している。
羅振玉が日本で行ったような訪書活動は、清末に日本を訪れた多くの視察旅行者にも見られるが、
日本の書肆の古書旧籍が次第に希少なものとなっていく状況の中で、大量の貴重な典籍が探し出され
たこと、そしてそれらの旧籍とともに、新しい学問を学ぶための教育書が購入され、中国国内に大量
の近代的学問の著書が運び込まれたことに特色があった。これは中国から海を越えて日本に伝えられ
ていた典籍の回帰や、中国の近代化事業の促進にとって、重要な役割を果たしたのである。
近代において、東アジアネットワークの形成に各国の文化人たちが果たした役割は極めて大き
い。本稿で述べてきたように、羅振玉は長年書籍の収集と刊行に大いに心血を注ぎ、その過程にお
いて多くの日本の文化人と交友関係を結び、学術の交流を通じてお互いに影響を与え、理解を深め
た。このような文化人たちの活躍が近代東アジネットワークの形成に具体的にどういう役割を果た
したか、埋もれた資料を発掘するとともに、従来の史料に対しても新しい視点を用いて再検討し、
その研究を深化させなければならない。拙稿は拙いながらそうした試みの一環である。
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